
伊 丹 市 訪 問 介 護 利 用 者 負 担 額 軽 減 事 業 実 施 要 綱  

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は ， 介 護 保 険 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 。 以 下

「 法 」と い う 。）第 ８ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 訪 問 介 護 ，第 ８ 条 第 １ ６

項 に 規 定 す る 夜 間 対 応 型 訪 問 介 護 及 び 第 １ １ ５ 条 の ４ ５ 第 １ 項 イ

に 規 定 す る 第 １ 号 訪 問 事 業 の う ち 介 護 予 防 訪 問 介 護 に 相 当 す る 事

業 （ 自 己 負 担 額 割 合 が 保 険 給 付 と 同 様 の も の に 限 る 。）（ 以 下 「 訪

問 介 護 等 」と い う 。）の 利 用 に つ い て ，低 所 得 者 に 対 し ，訪 問 介 護

利 用 者 負 担 額 減 額 認 定 証（ 以 下「 認 定 証 」と い う 。）を 交 付 し ，利

用 者 負 担 の 軽 減 を 図 る こ と に よ り ， そ の 生 活 の 安 定 と 介 護 保 険 制

度 の 円 滑 な 導 入 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 （ 対 象 者 ）  

第 ２ 条  認 定 証 を 交 付 す る 者 は ， 本 市 に 住 所 を 有 す る 者 で ， 障 害 者

の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 （ 平 成 １

７ 年 法 律 第 １ ２ ３ 号 ） に よ る ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス の 利 用 に お い

て 境 界 層 該 当 と し て 定 率 負 担 額 が ０ 円 と な っ て い る 者 で あ っ て ，

平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 次 の い ず れ か に 該 当 す る こ と と な っ た

者 と す る 。  

⑴  ６ ５ 歳 到 達 以 前 の お お む ね 1 年 間 に 障 害 者 施 策 に よ る ホ ー

ム ヘ ル プ サ ー ビ ス（ 居 宅 介 護 の う ち 身 体 介 護 及 び 家 事 援 助 を い

う 。） を 利 用 し て い た 者 で あ っ て ， ６ ５ 歳 に 到 達 し た こ と で 介

護 保 険 の 対 象 者 と な っ た 者 。  

⑵  介 護 保 険 施 行 令（ 平 成 １ ０ 年 政 令 第 ４ １ ２ 号 ）第 ２ 条 に 定 め

る 特 定 疾 病 に よ っ て 生 じ た 身 体 上 又 は 精 神 上 の 障 害 が 原 因 で ，

要 介 護 又 は 要 支 援 の 状 態 と な っ た ４ ０ 歳 か ら ６ ４ 歳 ま で の 者 。 

 （ 申 請 ）  

第 ３ 条  認 定 証 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者（ 以 下「 申 請 者 」と い う 。）  

 は ， 訪 問 介 護 利 用 者 負 担 額 減 額 申 請 書 （ 様 式 第 １ 号 。 以 下 「 申 請

書 」 と い う 。） を 市 長 に 提 出 す る も の と す る 。  

 （ 決 定 及 び 通 知 ）  



第 ４ 条  市 長 は ， 前 述 の 申 請 を 受 け た と き は ， 速 や か に 審 査 し ， 訪

問 介 護 利 用 者 負 担 額 減 額 決 定 通 知 書（ 以 下「 通 知 書 」と い う 。）を

当 該 申 請 者 に 通 知 の 上 ， 認 定 証 を 当 該 申 請 者 に 交 付 す る も の と す

る 。  

２  前 項 の 通 知 書 及 び 認 定 証 の 様 式 は 、 別 に 定 め る も の と す る 。  

 （ 減 額 認 定 証 の 有 効 期 限 ）  

第 ５ 条  認 定 証 の 有 効 期 限 は ， 申 請 の あ っ た 日 か ら 最 初 に 到 来 す る  

 ７ 月 ３ １ 日 と す る 。 た だ し ， 認 定 証 の 交 付 を 受 け る 資 格 を 有 し な  

く な っ た 場 合 は ， そ の 有 し な く な っ た 日 ま で と す る 。  

 （ 認 定 証 の 返 還 ）  

第 ６ 条  認 定 証 の 交 付 を 受 け た 者 が ， 被 保 険 者 の 資 格 を 喪 失 し た 場

合 は ， す み や か に 認 定 証 を 市 長 に 返 還 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 助 成 す る 額 の 範 囲 及 び 支 給 ）  

第 ７ 条  助 成 す る 額 は ， 法 第 ７ ０ 条 第 １ 項 ， 第 ７ ８ 条 の ２ 第 １ 項 及

び 第 １ １ ５ 条 の ４ ５ の ５ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 指 定 を 受 け た 事 業 者

（ 以 下「 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 等 」と い う 。）か ら 訪 問 介 護 等 を 受 け

た 場 合 に 対 象 者 が 負 担 す べ き 額 の 全 額 と す る 。  

２  市 長 は ， 対 象 者 が 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 等 か ら 訪 問 介 護 等 を 受 け

た 場 合 に は ， 対 象 者 が 当 該 訪 問 介 護 等 に 関 し ， 指 定 訪 問 介 護 事 業

者 等 に 支 払 う べ き 費 用 を そ の 者 に 代 わ り ， 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 等

に 支 払 う も の と す る 。  

３  前 項 の 規 定 に よ る 支 払 い が あ っ た と き は ， 当 該 訪 問 介 護 等 を 受  

 け た 対 象 者 に 対 し ， 本 事 業 に よ る 助 成 が あ っ た も の と み な す 。  

 （ 審 査 ・ 支 払 い 事 務 の 委 託 ）  

第 ８ 条  市 長 は ， 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 指 定 訪 問 介 護 事 業 者 等 に

支 払 う べ き 額 の 審 査 及 び 支 払 い を す る 事 務 を ， 兵 庫 県 国 民 健 康 保

険 団 体 連 合 会 に 委 託 す る こ と が で き る 。  

 （ 不 正 利 得 の 返 還 ）  

第 ９ 条  市 長 は ， 偽 り そ の 他 不 正 行 為 に よ っ て 本 事 業 に よ る 助 成 を

受 け た 者 が あ る と き は ， そ の 者 か ら ， そ の 支 給 を う け て い た 額 に



相 当 す る 金 額 の 全 部 又 は 一 部 を 返 還 さ せ る こ と が で き る 。  

 （ 譲 渡 又 は 担 保 の 禁 止 ）  

第 １ ０ 条  本 事 業 に よ る 助 成 を 受 け る 権 利 は ， 譲 り 渡 し 又 は 担 保 に

供 し て は な ら な い 。  

 （ 委 任 ）  

弟 １ １ 条  こ の 要 綱 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は ，市 長 が 別 に 定 め る 。 

   付  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 訪 問 介 護 利 用 者 負 担 額 補 助 金 交 付 要  

綱 の 規 定 は ， 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １ 日 以 後 に 受 け る 訪 問 介 護 に 係 る 助

成 に つ い て 適 用 し ， 同 日 前 に 受 け た 訪 問 介 護 に 係 る 助 成 に つ い て

は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。  

   付  則  

１  こ の 要 綱 は 平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 訪 問 介 護 利 用 者 負 担 額 補 助 金 交 付 要  

綱 の 規 定 は ， 平 成 １ ８ 年 ４ 月 １ 日 以 後 に 受 け る 訪 問 介 護 に 係 る 助

成 に つ い て 適 用 し ， 同 日 前 に 受 け た 訪 問 介 護 に 係 る 助 成 に つ い て

は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。  

   付  則  

１  こ の 要 綱 は 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 要 綱 に よ る 改 正 後 の 訪 問 介 護 利 用 者 負 担 額 補 助 金 交 付 要  

綱 の 規 定 は ， 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 以 後 に 受 け る 訪 問 介 護 に 係 る 助

成 に つ い て 適 用 し ， 同 日 前 に 受 け た 訪 問 介 護 に 係 る 助 成 に つ い て

は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。  



   付  則   

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 １ 日 か ら 施 行 し ， 同 年 ４ 月 １ 日

よ り 適 用 と す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   付  則  

 こ の 要 綱 は ， 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

  



様 式 第 １ 号  

 

訪問介護利用者負担額減額申請書 
（法施行時の訪問介護利用者等の利用者負担軽減措置） 

 

被

保

険

者 

個人番号              

被保険者番号            

フリガナ 

 

 

 

 

 

 

生年月日 

 

 

     年    月    日 氏 名 
     

     

住 所 

□申請者に同じ 電話番号 ‐    ‐ 
〒   － 

 

 

 

利用者負担額 

減額申請理由 

 ・１号被保険者 

 ・２号被保険者 

 ・身体障がい者手帳 有 ・ 無 （       級 No.               ） 

  交付年月日 

世

帯

構

成 

 氏名 生年月日 生計中心者に○ 

世帯主  
 

 年  月   日   

 

世帯員 

 

 

 

年  月   日      

 

 

年  月   日    

 

 

年  月   日    

 

 

年  月   日    

 伊丹市長様 

   上記のとおり、訪問介護の利用者負担額に係る減額を申請します。 

 

       年    月    日 

 

   住 所                               ＴＥＬ 

 

   申請者                               続 柄 

 市記入欄 

備考 

□訪問介護の派遣実績確認 

 

 

 

□生計中心者の所得状況把握 

認定等 

□認定 

□却下 （理由                     ） 

交付年月日 年    月    日 

適用年月日 年    月    日から 

有効期限 年    月    日まで 

 


